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質問にはパワーがある。私たちは質問されたら
答えを考えざるを得ない。それがたとえどんな質
問であろうとも。
長崎の梅ヶ岡八幡宮に行ったときのことだ。60

歳くらいの女性が「どちらから来たんですか？」
と話しかけてきた。「埼玉です」ここまではいつも
の会話である。旅先ではよくあることだ。しかし
次の質問が違った。
「ここの梅の木って何本あると思います？」
えっ、何本？　考える。意外と多かったりして？

深読みしつつ、答えあぐねる。困った表情の私を
楽しむようにその方は答えた。「20本よ」と。それ
から３年も経つが、梅ヶ岡八幡宮のあのときの光
景は今でもはっきり記憶に残っている。他にも有
名な観光スポットはいくらでもあるにも関わら
ず。理由はわかっている。質問されたからだ。
『脳が教える！　１つの習慣（講談社　ロバー
ト・マウラー著）』によると、脳は変化を恐怖とし
て避ける一方、創造性をつかさどる大脳新皮質と
いうところは質問を好む性質があるそうだ。つま
り、質問は脳を目覚めさせ、喜ばせる。たとえ、
ばかばかしい質問だろうと奇妙な質問だろうと、
脳は質問を受け入れ、じっくり考えるのが好きな
のである、とのこと。
確かに、「これは、〇〇だよ。」と何かを教える

ような説明よりも「これは何かな？　〇〇かな？」
と質問のかたちで話しかけられたほうが、じっく
り考えるのはもちろんのこと、自分で答えを導き
出そうとする。だからこそ、この効果は人の育成
にも大いに活用できるのだ。相手にもっと「自分
でも考えてほしい！」と思うのなら、「教える」に
加えて「質問」を投げかけてみよう。
私は、社会人になった最初の２年間は、本当の

意味で自分で考えながら仕事をするということは

なかった。上司がよりよい判断ができるように、い
ち早く現場の情報を上司に届けることが、部下と
しての自分の役割と思っていたからだ。ところが、
３年目の春に出会ったＡさんは違っていた。課の
会議が終わったあと、こう質問されたことがある。
「福田さん（私の旧姓）はどう思うの？」と。
瞬間的に口が動く。
「Ｂさんと同じ意見です。」
これで会話は済むはずだった。
「Ｂさんと同じです、じゃなくて、福田さんはど
う思うの？」
「えっ、私ですか？　えっと…。」
「あなたがどうしたいのか、それがなくっちゃ、
この課にいる意味がないよ。」
プレッシャーを感じた。しかし、上司として信

頼していたＡさんの期待に応えたいという思いも
手伝い、その質問をきっかけに考えに考えに考え
た。それからもＡさんは繰り返し質問した。「どう
思うの？」と。自分の意見を自分の言葉としてＡ
さんに伝えられるまで、どれくらい時間がかかっ
ただろうか。ゆうに１年はかかったと思う。
今まで、ずっと先生や親や上司や先輩の話を

「聞く」ことに慣れてしまった人は、自分にも意見
があることを忘れている。心の中には「答え」は
あれど、どのように表現すればいいのかわからな
い人もいる。しかし、実はいい「アイディア」を
結構持っているのだ。
それを信じて質問してみよう。ただし、相手が

自分と一緒にいて安心感がなければ、「質問」は
ただの「詰問」になってしまう。では、そのうえ
で、具体的に何をどのように質問すればいいのだ
ろうか？　そこで次回は、相手が思わず目標を達
成したくなるような「質問」についてお伝えしよ
うと思う。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その73　人が「育ち」、「気づき」が
                     目覚める「質問」をしよう
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